
 



分布地域内であっても，徴地形等によってその

生育には疎密があることが観察できる。このこ

とに対して，上述のような春期の光環境(河野

1鈍4)や夏期の高温(鈴木1986)が影響を及ぼ

していることカ噂察できる。

このように，カタクリの生育が限定されてい

る里山林では，その育成を目標として公図的整

備(刈払い・抜き切り)を行っても，目標を達

成できない場合があることが危慎される。関東

地方や福井県での調査によって，そのことが指

摘され，育庇管理上の指針等が提案されている

(養父1988)が，富山県の丘陵帯で分布要因や

地帯区分を検討した例はない。そこで効率的・

合理的な整備のための基礎資料を得ることを目

的にカタクリの生育する里山林で分布と環境に

ついて検討を行った。

2.聞査地と方法

2.1 闘査地の額要とプロット周査

調査は富山市内の高瀬・寺家・角聞で行った

(図1，表1)。広葉樹を主とする二次林やスギ

人工林がモザイク状に成立し，調査地内には林

道や歩道が通っている。これら3地域は富山県

内の丘陵帯でカタクリの「名所」として知られ

ており.本種は二次林内やスギ林の林縁，歩道

沿いなどに生育している。

Z焔7年4月下旬. lmx 1mの調査区(以下，

コドラートという)を 1m閑隔で10個設定し，

これをlセットとして(図2)，カタクリの個体

数を教えた。同時に開花期の光環境を知るため，

各コドラート左下角の高さ30個点で全天写真を

撮影し，石田 (2000)の解析アプリケーション

RGB Fisheyeで相対散乱光(%)を算出し， 10 
点の平均値を後述する「プロットjの代表値と

した。

同年7月にコドラートlセットを含む直径Z凶(面

積担，4nf)の円形調査区〈以下，プロットという)

を設定し，その中心で緯度・経度 (WG銅4測地

系) ・標高を測定した。その円内で胸高直径(以

下， DBHという)5.0cmより大きい木本を対象

にDBHを銅製巻き尺で測定した。また，コドラ

ート1セットを含む長さ20mx幅2m(40nf)の

帯状区内でDBH5.0cm以下の木本(ササ類やキ

園-1 聞査位置図
富山平野をふちどる濃い灰色続分が且山林が主に成立する標
高2田m-駁加の糊帯

2m 

。プロット:5，1尚 D酬制的

仁ゴ 待状区:DBH ~ 5，Ocm (40 rri') 

..  コドラート:カタクリ個体数(lrrb<10区)

園・2 鯛査区の形状と配置

褒-1 カヲクリの生育する関査地域と林分の観要
2調査項目と区敏

繍牽地ブロツ格子点地温
Z時点

高瀬 10 

寺家 7 

角間 10 273 10 

北事事

38' 34' 34御

-34' 39" 

36・33'22" 
-33' 26" 

3$・33'52" 
押 34'05" 

東経

137・05'28" 
-05・34"

137・13'29" 
-13' 34" 

137・07・57"向。γ59"

方位 上R厚木
平均 媛かさの鏑数 .， 4軍高(m) _，.; :.::，.， ._;:_ -: :-:;-Twf' (~tからの 俊占1量 絢~断節税合

気温("C)・， ("C'F!) 傭釜角度) (プロット数】 釣(m/haJ

299目 330 12，2 事7 5.2-7.8 7-1∞ コナラ(5)
18.1-79.4 

スギ(5)

249 -278 12.6 99 6.0向 7.8 4四 33
コナラ付}

32.9-76.7 
スギ(3)

194-206 128 101 3.9-6.4 8-155 
コナラ(9)

19.6-43.9 
スギlt)

※1 :平均気温及ぴ暖かさの指数は石田 (l錨2)による
※2: TWI: Topographic WetnesslDda 
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イチゴ類を除<>のDBHをノギスで劃定した(長

谷川・中島20(9)。ここでは.便宜的にDBHが
5.0個以下を下層， 5.0四より大きいものを上層

とする。毎木調査資料は上層と下層ごとに常緑

樹と落葉樹に分けて胸高断面積合計 (of/ha)

を求めた。プロット数は高瀬で10.寺家で7.
角聞で10とした。

綾地形の因子として，プロット中心部の

Topographic We也舗Index白evenet. IU 1984 ; 
以下， TWIという)と斜面方位を国土地理院提

供の陶メッシュの数値標高モデルから算出した。

TWIは土壇水分量を表す指数で，この値が大き

いほど土域水分量が多しスギの生育適地等を

知るよい指標となる(因子'2(10)。この指数は，

因子 (2010)に従って算出した。斜面方位は真

北からの偏差角を0-1800
の範囲で表した。

2.2 角聞における分布間査と地温測定

富山市角闘では獅揮の開1閣に約17.血a(6OOm 

X340mの楕円形)の地城内をくまなく歩いて

分布図を作成した。分布図を緯度・経度とも

1'"間隔(緯度幅約25m.経度幅約3伽n)の格

子に区切り，その交点230点でカタクリの有無

と地形因子 (TWI・方位・標高}との関係を解

析した(図4)。

地形による夏期の温度環境の違いを知るため，

角聞において2008年7月1日から9月30日まで地

温を測定した。測点はカタクリの生育する谷部

から北西斜面を上昇して尾根部まで10m間隔で

5点，南東斜面にも同様に5点とした(困4)。
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測定には全天候型データロガーを用い，カタク

リの憐茎が位置することが多い約15咽の深さに

埋め， 1時間間隔で測定した。

3.結果と考察

3. 1 カタクリの個体数を決定する要因

コドラート総計'270区における春先の相対散

甜北と個体数(本悼との関係を示すと艦砲~ ， 

個々の散布点は大きくばらつく。しかし，その

上限を結ぶと相対散乱光20%以下では個体数が

急激に減少する。この20%が，カタクリが生育

できる限界の明るさと考えられる。

寺家と高詣では相対散乱先が明るいほど個体

数が多い傾向にある(P<0.05)が，角闘では相

関関係が認められない (p>0.05)。前2者では

ほぼ単純な北斜面上において，コナラ林とスギ

林内のほぼ半数でカタクリが生育するため(表

1) ，林相を反映した光環境の影響が明瞭に現

れたのに対し，角聞では後述するように地形が

入り組み，林相としては，ほとんど落葉広葉樹

に被われているため(表1)，先環境は一律で

あることから，光以外の要因がより強〈影響し

ているためだと考えられる。

そこで，カタクリ個体数に膨響する要因を広

〈知るため， 27プロットについて，個体数を応

答変数，調査地域・春先の相対散乱光・上層木

と下層木の常緑落葉別の胸高断面積合計・標高・

方位・ TWIの9変数を説明表数として，ポアソ

ン回婦を行った。変数還択(ステップワイズ)

を行うとTWIのみが除かれた。カタクリの個体

100 

・高調

o 角間

A 寺家

一一線形(高瀬)

~ .. .. ..線形(角間)

一線形(寺家)

相対散乱光(%)

園・3 コドラートの相対散乱発とカタクリ個体散と関係
太い曲線は相対散乱売がこれより4、き〈なるとカタクリカ注育でき
加、ことを示している..:p<O.ol. ns: p>O.D5 
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3.3 夏期の地温の膨智

カタクリの生育は夏期の地温が:22't以上にな

る場所では生育が抑制されるといわれる(鈴木

1986)。角聞における筑)()8年夏期の地温を示す

と(図6)，南東斜面では斜面下部で地温合唱く，

斜面を上がると高くなった。北西斜面ではその

傾向はやや不明瞭であったが，斜面下部では平

均地温が:22'tを越えなかった。カタクリの生育

地との関係を検討すると，地温の平均値カ宮:22't

を越えるか，または22't以上が1.似却時闘を越え

ると本種は生育しないという傾向であった。多

雪地帯であっても丘駿帯では夏期には高温とな

る。その中にあって，カタクリの生育する斜面

下部は比較的高温にならない部分であった。

この結果は鈴木 (1986)の説を裏付けるもの

であり，やはり丘陵帯では，カタクリは温度環

境としては.ぎりぎりのところで生育している

ということができる。ただし，北西斜面等でそ

の傾向が弱い部分もあるため，さらに検討する

必要がある。

生育するのは82点であった。方位については，

カタクリ「あり」の平均値が70.8". rなし」
が112.2"と，本種は北寄りに生育していた(図

5， l:瑚~ p<O.OOO 0 TWnこついては. rなし」
より「あり」で土壇水分カ鳴い傾向にあった伺，

p<O.1侃)。一方，標高は「ありJが172.5m， rな
しJ ヵ~73.lmと差が無かった(1:験定. P>OJ白)。

これはこのような狭い地域内では，標高(斜面

位置)より斜面方位の影響がより大きいことを

示している。すなわち北向きならば斜面上部ま

で生育しているためであり，小さな谷が入りこ

む複雑な地形(表1，園4)にカタクリが生育す

る場合の特徴であると考えられる。

以上のように，角聞ではカタクリは北向き斜

面で水分条件のよい立地に偏って生育している。

この結果は，当地のような多雪地でも.関東地

方のような寡雪地(鈴木l鰯)でも，丘陵帯(暖

温帯)ならば，分布傾向が同様であることを示

している。
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3.4 まとめ

丘陵帯において，カタクリの育成・増殖・保

全等を里山林整備の目標とするなら，春先の光

環境を決定する林相だけでなく，地域・標高・

方位などの立地要因も精査して整備範囲を決め

る必要がある。カタクリを育成するには，次の

ような条件の場所がよい。すなわち，林分とし

ては春先の相対散乱光が:20%以上となるような

常緑樹の少ない林床または林縁とし，微地形と

しては夏期に高温となりにくい北向き斜面およ

び斜面下部とする。

この研究を行うにあたって，富山県富山農林

振興センター，富山県農林水産総合技術センタ

}森林研究所の職員各位には現地調査に多大な

ご協力をいただくとともに貴重な助言を賜った。

記して深く感謝の意を表する。
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Summary 

We investigated the environmental factors affecting the distribution of Erhythroniu隅 japonicu隅 in

secondary forests in a snowy region. central J apan. We analyzed the data from 270 quadrats 

investigated in Takase. Jike and Kakuma， Toyama city. relation between the relative light intensity 

in early spring and number of E. japon;cum.出isspecies could not grow under the conditions lower 

than 20% of relative light intensity. Also. we analyzed the data from 27 plots. applying Pois田 n

regression model using出eindividual number of E. japonicu榔踊 responsevariable. and research 

are田.relative light intensity. basal area of overstory and understory respectively. altitude and 

s!ope directions as predictor variables. The result explained that while the individual number of E. 

japon;，四 隅 widelyvaried with researched areas. within each紅'ea， the smaller the basal紅 eaof 

evergreen甘eesof overstory or understory was. the more individuals appeared. Among 230 grid 

points within 17.5 ha of the area at Kakuma， 82 points had the distribution of E. j.錫'}>onicum， which 

grew on north facing slopes with abundant叩日 moisture.In relation to the soil temperature. the 

result was也atE. japonicu醜 couldnot grow in也ec踊 ethat soil temperature was over 22t on the 

average or出eduration over 22t exceeded 1.100hrs. These results indicate that E. japonicum grew 

ne紅白eupper 民mperaturelir凶tin hill zone of Toyama prefecture. lf the propagation of E. 

japonicu醐 willbe decided as a target of secondary forest m副ntenance.considera包onwill be 

required for site conditions such田 altitude.direction and slope position as well as for forest type 

which determines light condition early in spring 
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